
人、自然、科学を結ぶ　学研都市精華町 
「はなそう」 

H A N A S O U

町内の小・中学生からなる精華町少年少女合唱団の第３

回定期演奏会を３月28日(日)、かしのき苑で行い、団員の
保護者ら約300人が透き通った歌声に魅せられました。こ
の日は町内のコーラスグループ「コール精華」も賛助出演。

終了後は、同合唱団初となる卒団式を行い、在団生による

合唱などで、旅立つ２人の門出を祝いました。
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＜診療時間＞　�午前診 午前９時～正午(歯科のみ午前９時～午後０時30分)
�午後診 神経内科　　：午後２時30分～５時

歯科　　　　：午後２時～６時30分
※歯科は一般歯科・矯正歯科・口腔外科・小児歯科です。
※急患はこの限りではありません。また、診療日・診療時間が変更になる場合があります。

○問い合わせ 精華町国民健康保険病院(医療法人医仁会)
(4 94_2076・6 93_2818)

看護師・薬剤師を募集

診療科目 

内科１診 
（午前診） 

内科２診 
（午前診） 

 
専門診･予約診療 
（午前診） 
予約診療 
（午後診） 
外科 

（午前診） 
 

整形外科 
（午前診） 

 
皮膚科 
（午前診） 

 
内視鏡 
（午前診） 

 
歯科 

（午前診） 
（午後診） 
血液透析 
（午前診） 

月 

桑原名誉院長 
 

西沼顧問 
（心療内科） 

 
坂谷院長 

（呼吸器･じん肺） 
高安医師 
（神経内科） 

青山院長代理 
 
 
 
 
 

松吉医師 
 

山内医師 
(第１･３･５週) 
澤村医師 
(第２･４週) 

 
竹内部長 
 

川村医師 

火 

大路医長 
（糖尿病・予約） 

西沼顧問 
（心療内科） 

 
 
 
 
 

青山院長代理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹内部長 

水 

桑原名誉院長 
 

岸本医師 
（循環器科） 
午前９時30分から 
西沼顧問 
（心療内科） 

 
 

青山院長代理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野田医師 
 

山田医師 

木 

大路医長 
 

奥医師 
（循環器科） 

 
坂谷院長 

（呼吸器･じん肺） 
 
 

青山院長代理 
 

 
 
 
 

松吉医師 
 
 

石野医師 
 
 
 

竹内部長 

金 

桑原名誉院長 
 

岸本医師 
（循環器科） 

 
 
 
 
 

青山院長代理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹内部長 
 

川村医師 

土 

荒川医師 
 

福田･井上医師 
（リウマチ・膠原病）
  ※第４週を除きます。

坂谷院長 
（呼吸器･じん肺）

 
 

松山医師 
 

山村医師 午前10時から 
（第１･３･５週） 
山本医師 午前９時から 
（第２･４週） 

 
 
 

 
 
 
 

竹内部長 

精華町国保病院の診療体制 精華町国保病院の診療体制 精華町国保病院の診療体制 

精華町国保病院では、診療体制を充実するため看護師・薬剤師を募集しています。

�形　　態 常勤・非常勤　　�勤務場所 精華町国保病院

○問い合わせ 精華町国民健康保険病院(医療法人医仁会) 人事担当
(4 94_2076・6 93_2818)
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町
役
場
の
機
構
の
一
部
を
４
月
１

日
�
、
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

定
額
給
付
金
係
の
廃
止

昨
年
度
に
行
っ
た
定
額
給
付
金
・
子

育
て
応
援
特
別
手
当
の
給
付
事
務
が
完

了
し
た
た
め
、
総
務
部
企
画
調
整
課
定

額
給
付
金
係
を
廃
止
し
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
推
進
係
の
設
置

来
年
度
に
開
催
さ
れ
る
「
国
民
文
化

祭
・
京
都
２
０
１
１
」
の
開
催
に
向

け
、
教
育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課

に
「
国
民
文
化
祭
推
進
係
」
を
新
た
に

�
精
華
町
都
市
緑
化
協
会
は
５

月
31
日
�
、
解
散
し
ま
す
。

同
協
会
は
発
足
以
来
13
年
間
、

ま
ち
の
都
市
緑
化
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
解
散
は
、
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
や
、
法
律
の
改

正
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

緑
化
に
関
す
る
事
業
は
今
後
、

�
精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
継
承
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
愛
顧
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

税務・会計、相続・贈与、会社設立、建設業許可他 
http: / /www.fuj iharakaikei .com/

木津川市木津宮ノ内95_9　いずみホール前 

☎ 0774-72-7711(代)　P有り 

○
問
い
合
わ
せ

�
精
華
町
都
市
緑
化
協
会

（
4

９
３
―
３
４
５
７
）

（
6

９
８
―
２
１
９
５
）

緑
化
協
会

５
月
末
で
解
散

○問い合わせ 
　◆山城広域振興局 
　　企画総務部 山城南府税出張所 
　　収納・納税担当 
　　(4 72_0231・6 72_8531)

設
置
し
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課

国
民
文
化
祭
推
進
係

（
4

９
５
―
１
９
０
７
）

（
6

９
４
―
５
１
７
６
）

（E-m
ail

／shogaigakushu@
tow

n.

seika.kyoto.jp

）

○
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
企
画
係

（
4

９
５
―
１
９
０
０
）

（
6

９
５
―
３
９
７
１
）

京
都
地
方
気
象
台
で
は
５
月
27

日
�
か
ら
、
市
町
村
ご
と
に
気
象

警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
精
華
町
で
災
害
発

生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ

ま
で
「
山
城
南
部
」
と
し
て
警

報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い
た
と

こ
ろ
を
「
精
華
町
」
と
し
て
発
表

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
大
雨

や
洪
水
な
ど
の
警
報
が
放
送
さ
れ

る
と
き
は
「
山
城
南
部
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
地
域
名
で
放
送

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
画
面
に
表
示
で
き
る
文
字
数

や
、
読
み
上
げ
可
能
な
文
章
の
範

囲
内
で
伝
え
る
必
要
が
あ
る
た
め

で
す
。

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注

意
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jm

a.go.jp/

）

や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ

ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.m

lit.go.jp/saigai/bos

aijoho/i-index.htm
l

）
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

京
都
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

（
4

０
７
５
―
８
４
１
―
３
０

０
６
）

気
象
警
報
・ 

注
意
報 

防災情報提
供センター
携帯端末用
QRコード
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�必要な書類など　
認定(額改定)請求書には、次の書類が必要です。請求書
と一緒に提出してください。
・請求者の健康保険証の写し
・請求者名義の普通預金通帳の写し(金融機関名・支店
名・口座番号と口座名義が分かるページのコピー)

・請求者の印鑑の持参(窓口での請求の場合のみ)
�支払回数
原則年３回で、前月分までを支払います。
(今年６月＝４～５月分、10月＝６～９月分、来年２
月＝10～１月分)

※最初の支払いは、今年６月となっています。
６月支払いの請求期限：５月24日(月)(必着）

�支払方法　
請求者名義の預金口座への振り込みとなります。

○問い合わせ
児童育成課 児童育成係(4 95_1917・6 95_3974)

■認定（額改定）請求手続きはお済みですか。

対象者 

平成22年３月31日現在、児童手当を受給(申請済み)してい
て、新中学２・３年生のお子さんがいない方 
 

平成22年３月31日現在、児童手当を受給していて、新中学
２・３年生のお子さんを養育している方 
 

平成22年３月31日現在、新中学２・３年生のお子さんを養
育している方 
 
 
平成22年３月31日現在、児童手当を受給していない方 
 
 
単身赴任などにより、対象となる子どもと別居している方 
 

平成22年４月１日以降に、子どもを出生、または精華町に
転入された方 
 
 
公務員の方 
 

子ども手当の認定(額改定)請求が必要であるが、認定(額
改定)請求書の関係書類が、現在届いていない方 

手続き 

認定請求の手続きは不要ですが、６月に郵送する「現況届」
の提出が必要です。 
 
増額(額改定請求)の手続きが必要です。 
※４月に郵送した「額改定請求書」により手続きをしてく
ださい。 
認定請求の手続きが必要です。 
※４月に郵送した「認定請求書」により手続きをしてくだ
さい。 
認定請求の手続きが必要です。 
※４月に郵送した「認定請求書」により手続きをしてくだ
さい。 

対象者を把握することができませんので、児童育成課へご
連絡ください。 
 
認定請求の手続きが必要です。 
※出生後または転入後15日以内に、児童育成課で手続きし
てください(窓口での手続きがお済みの方は不要)。 

勤務先からの支給となりますので、勤務先へ認定請求の手
続きをしてください。 
 
 
児童育成課へご連絡ください。 

＜子ども手当を受けるための手続き＞ 

今年４月１日の基準日に受給要件を満たしている方は、
今年９月30日(木)［消印有効］までに請求書を提出して
いただくと、４月分にさかのぼって支払います。

今年４月から「子ども手当」制度が始まりました。
この制度は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを
社会全体で応援するためのものです。中学校修了までの子
ども１人につき、月額１万3000円(所得制限なし)が支給さ

れます(注)。
(注)支給対象：精華町に住民登録または外国人登録をして
いる人で、中学校修了までの子ども(平成７年４月２
日以降生まれ)を養育している父または母など　
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京
奈
道
路
で
、
最
近
、
料
金
所
出

入
口
か
ら
進
入
す
る
歩
行
者
や
自
転

車
、
原
付
が
増
え
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
こ
う
い
っ
た
可
能

性
を
予
測
し
て
い
な
い
の
で
、
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
や
幼
児
が
お
ら
れ
る
家
庭

は
、
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
城
陽
〜
田
辺
北
で
は
、
歩
行
者
や

自
転
車
、
原
動
機
付
自
転
車
の
通

行
帯
が
あ
り
ま
す
。

▼
昨
年
１
年
間
の
立
ち
入
り
者
28
人

の
内
訳

・
歩
行
者
…
…
４
人

・
自
転
車
…
…
19
人

・
原
動
機
付
自
転
車
…
…
５
人

○
問
い
合
わ
せ

西
日
本
高
速
道
路
�
関
西
支
社

茨
木
管
理
事
務
所

（
4

０
７
２
―
６
２
２
―
４
８
８

７
）

（
6

０
７
２
―
６
２
６
―
６
６
４

４
）

今
年
４
月
か
ら
、
倒
産
な
ど
で
職

を
失
っ
た
方
（
非
自
発
的
離
職
者
）

の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は

一
定
期
間
、
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
失
業
時
か
ら
そ
の
翌
年

度
末
ま
で
の
間
、
前
年
所
得
の
給
与

所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て
、
所

得
割
額
を
算
定
す
る
も
の
で
す
。
適

用
は
本
年
度
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
や
解
雇
な
ど
の
事
業
主
、

都
合
に
よ
り
離
職
し
た
方
＝
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職

理
由
欄
の
コ
ー
ド
が
11
・
12
・

21
・
22
・
31
・
32
の
場
合
）

・
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
雇
用
期
間
満
了
な
ど
に
よ
り

離
職
し
た
方
＝
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の
離
職
理
由
欄
の
コ
ー

ド
が
23
・
33
・
34
の
場
合
）

▼
申
請
方
法

国
民
健
康
保
険
税
軽
減
申
請
書
と

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

を
、
町
役
場
２
階
・
住
民
課
国
保

係
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
住
民
課
国
保
係
に
置

い
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
係

（
4

９
５
―
１
９
１
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

農
業
用
水
を
送
水
す
る
た

め
、
川
西
土
地
改
良
区
木
津
川

揚
水
ポ
ン
プ
を
左
記
の
日
程
で

運
転
し
ま
す
。
運
転
期
間
中
は

水
路
の
水
位
が
上
昇
す
る
た

め
、
農
業
用
施
設
周
辺
は
大
変

危
険
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
５
月
27
日
�

午
前
９
時
か
ら
…
…
試
運
転

（
予
定
）

◆
６
月
７
日
�
〜
９
月
30
日
�

午
前
７
時
〜
午
後
５
時
ご
ろ

※
６
月
７
日
�
・
８
日
�
は
昼

夜
運
転
の
予
定
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
川
西

（
相
楽
郡
川
西
土
地
改
良
区
）

（
4

９
４
―
３
０
０
６
）

（
6

９
４
―
３
０
６
９
）

川
西
揚
水
ポ
ン
プ

運
転

昨
年
度
設
置
し
た
、
住
居
の

公
共
汚
水
ま
す
は
、
３
月
31
日

�
か
ら
公
共
下
水
道
の
使
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
、
接
続
工

事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
設
置
し
て
い
る
住
居
に

お
住
ま
い
の
方
で
、
ま
だ
接
続

し
て
い
な
い
方
も
、
早
め
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

接
続
は
、
精
華
町
排
水
設
備

指
定
工
事
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
業
者
以
外

が
接
続
工
事
を
行
う
と
、
違
法

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
町
か
ら
の
依
頼
を

装
っ
て
排
水
設
備
の
点
検
や
清

掃
を
行
い
、
高
額
な
費
用
を
請

求
す
る
業
者
が
あ
り
ま
す
。
町

で
は
そ
の
よ
う
な
依
頼
は
し
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務
係

（
4

９
５
―
１
９
１
２
）

（
6

９
３
―
１
２
４
３
）

下
水
道

接
続
工
事
は

お
早
め
に

国
保
税
を
軽
減

国
保
税
を
軽
減 
国
保
税
を
軽
減 

倒
産
な
ど
で
失
業
し
た
方
へ 



　学研都市精華町発、親子で楽しめる

クラシックコンサートの定番「けいは

んなふれあいコンサート」が、今年も

けいはんなプラザ・メインホールに帰っ

てきます。 

　京都市交響楽団の壮大な生演奏のほか、

ロビーコンサートあり、演奏参加体験

あり、さまざまな企画が盛りだくさん。

　ご家族揃って、ぜひご参加ください。 

 

 

�演　　奏�演　　奏　京都市交響楽団 

�日　　時�日　　時　８月１日(日) 午後１時30分開場・午後２時30分開演 
　　　　　　開場から開演までの間、ロビーイベントを開催 

�場　　所�場　　所　けいはんなプラザ・メインホール 

 

演奏曲目、チケット販売情報などは後日お知らせします。 

ご期待ください。 

 

○問い合わせ 

　けいはんなふれあいコンサート実行委員会事務局(企画調整課内) 

　(4 95_1900・6 95_3971)

　学研都市精華町発、親子で楽しめる

クラシックコンサートの定番「けいは

んなふれあいコンサート」が、今年も

けいはんなプラザ・メインホールに帰っ

てきます。 

　京都市交響楽団の壮大な生演奏のほか、

ロビーコンサートあり、演奏参加体験

あり、さまざまな企画が盛りだくさん。

　ご家族揃って、ぜひご参加ください。 

 

 

�演　　奏　京都市交響楽団 

�日　　時　８月１日(日) 午後１時30分開場・午後２時30分開演 
　　　　　　開場から開演までの間、ロビーイベントを開催 

�場　　所　けいはんなプラザ・メインホール 

 

演奏曲目、チケット販売情報などは後日お知らせします。 

ご期待ください。 

 

○問い合わせ 

　けいはんなふれあいコンサート実行委員会事務局(企画調整課内) 

　(4 95_1900・6 95_3971)
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４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

開
催
さ
れ
る
第
28
回
精
華
町

総
合
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
参
加
者
を
、
先
月
号

に
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

５
月
以
降
に
開
催
す
る
競

技
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
５
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
、

テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
卓
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
（
一
般
の
部
）

▼
６
月

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

▼
８
月

ボ
ウ
リ
ン
グ

▼
10
月

空
手
競
技

申
し
込
み
は
、
む
く
の
き

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
置
い
て
い

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
参
加
費
を
添

え
て
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
・
休
館
日

を
除
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

精
華
町
体
育
協
会
事
務
局

（
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
内
）

（
4

９
８
―
０
２
０
０
）

（
6

９
８
―
０
１
１
８
）

第28回総合スポーツフェスティバル 

バレーボール
�日　　程 ６月６日(日)
�場　　所 むくのきセンター アリーナ
�対 象 者 町内在住・在勤で中学生以上、または精華町

バレーボール連盟加盟員の方
�参 加 費 １チーム2000円
�種　　目 男子・女子の部
�申込期間 ５月11日(火)～25日(火)
�運　　営 精華町バレーボール連盟

ソフトボール
�日　　程 ５月30日(日) 雨天予備日：６月27日(日)
�場　　所 打越台グラウンド
�対 象 者 町内在住・在勤で中学生以上、または精華町

ソフトボール連盟加盟員
�種　　別 男子・女子の部
�参 加 費 １チーム2000円
�申込期間 ５月10日(月)～18日(火)
�運　　営 精華町ソフトボール連盟
�そのほか　・グローブ・帽子は各自で必ず用意してくだ

さい。
・組み合わせ・抽選は連盟で行います。
・背番号・防具は連盟で準備します。

バスケットボール
�日　　程 ６月13日(日)
�場　　所 むくのきセンター アリーナ
�対 象 者 町内在住・在勤で中学生以上のチーム

※町外チームの参加も可能です。
�参 加 費 １チーム2000円
�種　　目 男子・女子の部
�申込期間 ５月11日(火)～５月25日(火)
�運　　営 バスケットボール実施委員会
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学
生
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
存
じ

で
す
か
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
一
定
期
間
、
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

方
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
生
の
方
も
加
入
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
収

入
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
一
般
的
に
困
難
で
す
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ
た
の
が

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
で
す
。

▼
対
象
者

①
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下

の
学
生

※
本
人
に
扶
養
家
族
が
あ
れ
ば

右
記
の
額
が
変
わ
り
ま
す
。

②
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度

に
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
学
生

と
な
っ
た
方

※
①
②
共
に
次
の
学
校
に
通
っ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

大
学
（
大
学
院
）
・
短
大
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な
ど

※
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信

制
課
程
の
学
生
の
方
も
含
ま

れ
ま
す
。
学
校
・
課
程
に

よ
っ
て
は
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
②
の
方
は
、
所
得
が
１
１
８
万

円
を
越
え
て
い
て
も
、
退
職
を

考
慮
し
た
審
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
、
公
的
機
関
の

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
承
認
期
間

申
請
年
度
の
４
月
〜
翌
年
３
月

▼
結
果
通
知

日
本
年
金
機
構
か
ら
承
認
（
ま
た

は
却
下
）
通
知
が
後
日
郵
送
さ
れ

ま
す
。

▼
申
請
方
法

印
鑑
と
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
下
記
の

と
こ
ろ
へ
。

※
本
人
が
申
請
書
に
署
名
す
る
場

合
、
印
鑑
は
不
要
で
す
。

納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
期

間
は
、
将
来
、
年
金
を
受
給
す
る
た

め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
受
給
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
承
認
後
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
納
付
で
き
ま
す
。

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
申
請
す

る
際
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今

回
紹
介
し
た
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
未
納
扱
い
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

学
生
で
な
く
な
っ
た
時
は

卒
業
・
退
学
後
に
厚
生
年
金
、
共

済
年
金
に
加
入
す
る
予
定
の
な
い
方

で
、
引
き
続
き
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
年
金
医
療
係

（
4

９
５
―
１
９
１
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

ご
寄
付
に
感
謝
し
ま
す

光
台
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
「
光
遊
会
」
の
皆
さ

ん
か
ら
４
月
８
日
�
、
同
会
の
創

立
15
周
年
記
念
式
典
の
収
益
金
５

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

町
行
政
の
た
め
に
、
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
管
理
係

（
4

９
５
―
１
９
１
４
）

（
6

９
３
―
２
２
３
３)

対
象
店
舗
で
子
育
て
家
庭
が
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

「
き
ょ
う
と
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
」
＝
写
真
＝
が
４
月
か
ら
、
近
隣

の
府
県
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
京
都
府
と
各

市
町
村
が
い
ろ
い
ろ
な
店
舗
と
協
働

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
を
、
関

西
子
育
て
世
帯
応
援
事
業
「
す
く
す

く
か
ん
さ
い
」
の
一
つ
と
し
て
範
囲

拡
大
し
た
も
の
で
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
た
店
舗

で
同
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
、

各
店
の
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
、
利
用
範

囲
と
な
っ
た
府
県
は
次
の
通
り
で

す
。

▽
滋
賀
・
大
阪
・
兵
庫
・
奈
良
・
三

重
・
和
歌
山
・
鳥
取
・
徳
島

※
詳
し
く
は
、
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
パ
ソ
コ
ン
用
・http://w

w
w
.

pref.kyoto.jp/kosodateouen/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
版
も
導
入

子
育
て
家
庭
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
入

手
し
や
す
く
す
る
た
め
、
携
帯
電
話

版
も
登
場
し
ま
し
た
。

登
録
後
、
画
面
に
同
パ
ス
ポ
ー
ト

の
画
像
を
表
示
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

登
録
は
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
携
帯
電
話
用
・http://w

w
w
.pref.

kyoto.jp/i/kosodateouen/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

児
童
育
成
課
保
育
係

（
4

９
５
―
１
９
１
７
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

国
民
年
金
保
険
料 

利
用
範
囲
を
拡
大

利
用
範
囲
を
拡
大 

利
用
範
囲
を
拡
大 

き
ょ
う
と
子
育
て 

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト 
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�対象
◆障害者に対する軽自動車税減免
障害者の方が、自分で軽自動車やバイクなどを運
転する場合、または生計を一にする方が、専ら障
害者の方の通学・通院・通所などのために本人に
代わって軽自動車などを運転する場合
※障害の程度で減免を受けられない場合があります。
※手帳の交付は、今年４月１日までに交付された
ものに限ります。
※障害者の方１人につき１台限りです。
※既に、自動車税(普通自動車など)の減免を受け
ている方、受ける予定の方は、軽自動車税の減
免を受けられません。
※「専ら」とは7割ないし８割以上障害者のために
使用していることをいい、障害者以外の方が運
転する場合にその方の通勤･通学などにも使用し
ている場合は、減免を受けられません。
※昨年度まで減免されていた車両を本年度申請し
ない場合、障害者手帳に減免申請受理の印があ
ればお知らせください。本年度その車両で減免
を申請されない旨を記載します。記載がない場
合、ほかの車両での減免を申請する場合などに
受理されないことがあります。
※減免を受けることができる下肢等障害者の範囲
に、本年度から「肝臓機能障害」の項目が追加
となりました。

◆構造減免
減免を受けようとする軽自動車などの構造が、専
ら身体障害者などの利用に供されるための形状で
あること
※標識番号が８ナンバーであり、車検証の「車体
の形状」欄に「車いす移動車」などの記載があ
ること(一般車を改造しただけでは不可)
※８ナンバーでなくても車検証の備考欄に「車い
す固定装置付」などの身体障害者の利用に供す
るような記載があること

◆公益減免
社会福祉法による社会福祉事業を営む社会福祉法
人が所有する軽自動車などで、直接、社会福祉事

業の用に供するもの。または社会福祉法人である
社会福祉協議会が所有する軽自動車などで、専ら
直接社会福祉事業の用に供するもの(介護保険事業
の用に供する場合は対象外)
※「専ら」とは７割ないし８割以上のこと

�必要書類など
◆障害者に対する減免・構造減免
・平成22年度軽自動車税納付書または納税通知書
・印鑑
・身体障害者手帳・養育手帳・戦傷病者手帳など
※コピーは不可です。
・運転免許証
・車検証など(125cc以下のバイクなどは不要、

126cc以上～250cc以下のバイクなどは軽自動車
届出済証)
・障害者と運転する方が別世帯の場合は、生計が
一であることを証明する書類(扶養者の名前が書
いてある源泉徴収票や健康保険証など)

◆公益減免
・平成22年度軽自動車税納付書または納税通知書
・印鑑(法人印)
・定款
・社会福祉事業だけでなく介護保険事業も行って
いる場合は、介護保険法に基づく指定事務所の
指令書
・社会福祉事業専用の軽自動車でない場合は運転
日誌など利用状況の分かる書類
・車検証など
※125cc以下のバイクなどは不要、126cc以上～

250cc以下のバイクなどは軽自動車届出済証)

�申請期間 ５月10日(月)～24日(月)

�申請方法 必要書類をお持ちのうえ直接、下記のと
ころへ(ファクス不可)。

○申請・問い合わせ
税務課 住民税係 (4 95_1916)

各種ご宴会・ご婚礼に･･･ 

春日野荘 
〒630-8113　奈良市法蓮町757-2
TEL  0742-22-6021(代表) 
http://www.kasugano-so.co.jp 
無料送迎バスもご用意いたしております。 
ご予約の際、お申し付けください。 
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時
期
は
市
区
町
村
ご
と
に

異
な
り
ま
す
の
で
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
者
証
交
付
申
請
書
の
受
け
付
け

（
予
定
）

◆
受
付
期
間

６
月
10
日
�
〜
17
日
�

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

◆
場
所

町
役
場
２
階
２
０
１
会
議
室

※
手
続
き
は
、
代
理
の
方
で
も

可
能
で
す
。

▼
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

◆
各
制
度
共
通
で
必
要
な
も
の

・
受
給
者
証
（
対
象
者
証
）
交

付
申
請
書

昨
年
度
中
に
申
請
の
あ
っ

た
方
な
ど
申
請
の
対
象
と
な

る
方
に
は
、
６
月
初
め
に
交

付
申
請
書
を
住
民
票
の
住
所

地
に
郵
送
し
ま
す
が
、
受
付

期
間
ま
で
に
申
請
書
が
届
か

な
い
場
合
は
町
役
場
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
本
人
を
含
み
同
じ
世
帯
に
今

年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
が
お
ら
れ
る
場
合

は
、
そ
の
方
の
昨
年
中
の
所

得
と
所
得
控
除
の
内
訳
が
分

か
る
証
明
書
（
注
２
）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
所
得
な
ど

の
基
準
を
満
た
す
方
を
対
象
と
し
た

医
療
費
の
助
成
制
度
で
、
認
定
を
受

け
た
方
は
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）

の
自
己
負
担
分
の
一
部
、
ま
た
は
全

額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
所
得
な
ど
の

基
準
は
各
制
度
で
異
な
り
ま
す
。

①
障
害
が
あ
る
方
の
医
療
費
助
成
制
度

（
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理

事
業
・
障
害
者
医
療
）

▼
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お

持
ち
で
、
本
人
や
配
偶
者
な
ど

の
扶
養
義
務
者
が
所
得
な
ど
の

基
準
を
満
た
す
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級

・
「
療
育
Ａ
」
の
記
載
が
あ
る

身
体
障
害
者
手
帳
３
級

・
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ

▼
助
成
内
容

医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の

自
己
負
担
金
が
全
額
助
成
さ
れ

ま
す
（
助
成
制
度
を
利
用
す
る

た
め
に
は
毎
年
手
続
き
が
必
要

で
す
）。
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
重

度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事

業
、
そ
れ
以
外
の
方
は
障
害
者

医
療
で
の
受
給
と
な
り
ま
す
。

②
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
医
療
費

助
成
制
度
（
母
子
父
子
医
療
）

▼
対
象
者

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
し
、

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
が
所

得
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
方

・
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭

で
、
18
歳
到
達
以
降
最
初
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の

子
と
そ
の
親

・
18
歳
到
達
以
降
最
初
の
３
月

31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
子

で
、
両
親
が
い
な
い
子

▼
助
成
内
容

医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の

自
己
負
担
金
が
全
額
助
成
さ
れ

ま
す
。（
助
成
制
度
を
利
用
す

る
た
め
に
は
毎
年
手
続
き
が
必

要
で
す
。）

③
65
〜
69
歳
の
方
の
医
療
費
助
成
制

度
（
老
人
医
療
）

▼
対
象
者

前
述
①
②
や
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
受
給
し
て
お
ら
ず
、

本
人
や
配
偶
者
な
ど
の
扶
養
義

務
者
が
所
得
な
ど
の
基
準
を
満

た
す
65
〜
69
歳
の
方

▼
助
成
内
容

医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の

自
己
負
担
金
の
割
合
が
１
割

に
、
ま
た
は
１
カ
月
の
自
己
負

担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。

④
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
（
子

育
て
支
援
医
療
）
拡
充
し
ま
す
。

▼
対
象
者

小
学
校
卒
業
ま
で
の
乳
幼
児

と
児
童

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
助
成
内
容

小
学
校
入
学
ま
で
の
乳
幼
児

の
入
院
と
外
来
医
療
費
（
保
険

適
用
分
）、
小
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
の
入
院
医
療
費
（
保
険

適
用
分
）
に
対
し
、
１
医
療
機

関
に
つ
き
１
カ
月
２
０
０
円
を

超
え
る
自
己
負
担
金
の
全
額
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

今
年
９
月
１
日
か
ら
は
、
小

学
生
の
外
来
医
療
費
も
助
成
対

象
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
７
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

子
育
て
支
援
医
療
を
除
く
、
福
祉

医
療
の
各
助
成
制
度
は
、
８
月
１
日

か
ら
翌
年
の
７
月
31
日
を
１
年
度
と

し
て
お
り
、
助
成
を
受
け
る
た
め
に

は
現
在
受
給
中
の
方
も
毎
年
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

現
在
の
受
給
者
証
（
緑
色
）
＝
11

ペ
ー
ジ
Ｂ
＝
、
対
象
者
証
（
水
色
の

シ
ー
ル
）
＝
同
Ａ
＝
の
有
効
期
間
は

今
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
（
生

年
月
日
に
よ
り
一
部
異
な
る
場
合
あ

り
）、
該
当
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず
に

更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

★
老
人
医
療
費
助
成
制
度
は
、
い
っ

た
ん
受
給
者
証
交
付
申
請
書
を
提

出
し
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
精
華

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
の
更
新

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

そ
の
後
転
出
し
、
今
年
１
月
２
日

以
降
に
精
華
町
に
再
転
入
さ
れ
た

方
や
、
同
じ
世
帯
に
加
わ
ら
れ
た

方
が
お
ら
れ
る
場
合
の
み
、
そ
の

方
の
昨
年
中
の
所
得
と
所
得
控
除

の
内
訳
が
分
か
る
証
明
書
（
注
１
）

の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
注
１
）
今
年
１
月
１
日
時
点
で
住

ん
で
い
た
市
区
町
村
で
発

行
さ
れ
ま
す
。
発
行
可
能

制
度
の
種
類 

制
度
の
種
類 

更
新
の
手
続
き 

更
新
の
手
続
き 
福
祉
医
療
費
助
成
制
度 

お
忘
れ
な
く

お
忘
れ
な
く 
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（
注
２
）
今
年
１
月
１
日
時
点
で
住

ん
で
い
た
市
区
町
村
で
発

行
さ
れ
ま
す
。
発
行
可
能

時
期
は
市
区
町
村
ご
と
に

異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
こ
れ
は
、
受
給
資
格
の

判
定
に
必
要
と
な
り
ま

す
。
お
一
人
で
も
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
受
給
資

格
の
判
定
（
認
定
）
が
で

き
ま
せ
ん
。

◆
各
制
度
ご
と
に
必
要
な
も
の

・
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管

理
事
業
・
障
害
者
医
療

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳

・
母
子
父
子
医
療

母
子
家
庭
の
場
合
…
…

戸
籍
（
対
象
者
全
員
の
謄
本
）

ま
た
は
児
童
扶
養
手
当
証
書

父
子
家
庭
・
両
親
の
い
な
い

子
の
場
合
…
…

戸
籍
（
対
象
者
全
員
の
謄
本
）

受
給
者
証
交
付
申
請
に
基
づ
き
、

同
じ
世
帯
で
18
歳
以
上
の
方
全
員
の

昨
年
中
の
所
得
な
ど
に
よ
り
、
今
年

８
月
１
日
以
降
の
受
給
資
格
の
有
無

に
つ
い
て
判
定
を
行
い
ま
す
。

同
じ
世
帯
に
、
18
歳
以
上
の
方
で

昨
年
中
の
所
得
が
な
く
確
定
申
告
を

さ
れ
て
い
な
い
方
（
税
法
上
で
同
一

世
帯
員
の
被
扶
養
者
を
除
く
）
が
お

ら
れ
る
場
合
は
、
受
給
資
格
の
判
定

（
認
定
）
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
交

付
申
請
を
さ
れ
る
ま
で
に
必
ず
町
役

場
税
務
課
で
町
・
府
民
税
の
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
年
金
医
療
係

（
4

９
５
―
１
９
１
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

MAY

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
で
、
平
成
21

年
中
（
21
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）
の
所
得
の

確
定
申
告
や
住
民
税
の
申
告
が
ま
だ
お
済
み
で
な

い
方
は
、
適
正
な
保
険
料
の
算
定
な
ど
に
必
要
な

た
め
、
お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

無
収
入
の
方
、
ま
た
は
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、

老
齢
福
祉
年
金
な
ど
の
非
課
税
年
金
の
み
受
給
さ

れ
て
い
る
方
も
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
老
齢
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
国
（
厚

生
労
働
省
）
か
ら
年
金
収
入
が
町
へ
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
収
入
が
そ
の
年
金
収
入
だ
け

の
方
は
、
改
め
て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

申
告
が
必
要
な
理
由

▼
保
険
料
の
軽
減
の
判
定

所
得
の
低
い
世
帯
（
世
帯
主
と
被
保
険
者
が
対

象
）
に
対
し
て
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
最
大

９
割
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
所
得
が
未
申
告
で
あ
る

と
世
帯
の
所
得
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
軽
減
判
定

が
で
き
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
無
収
入
で
あ
っ
て
も
申

告
し
て
所
得
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
初

め
て
保
険
料
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
自
己
負
担
限
度
額
の
低
所
得
区
分
判
定

同
一
世
帯
の
世
帯
員
の
住
民
税
課
税
状
況
と
所

得
を
も
と
に
１
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度

額
が
判
定
さ
れ
る
た
め
、
申
告
し
て
所
得
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
限
度
額
が
よ
り
低

額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減
判
定
に
つ
い
て
は
、
申
告
さ
れ

た
内
容
を
も
と
に
再
び
保
険
料
を
計
算
し
、
そ
の

１
〜
２
カ
月
後
に
保
険
料
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま

た
自
己
負
担
限
度
額
は
認
定
申
請
さ
れ
た
当
月
分

か
ら
の
医
療
費
が
対
象
に
な
る
た
め
、
お
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
の
申
告
の
場
合
は
、
町
役
場
２
階
・
税

務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
年
金
医
療
係

（
4

９
５
―
１
９
１
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

受
給
資
格
の
判
定 

受
給
資
格
の
判
定 

Ａ

Ｂ
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◆
「
私
の
し
ご
と
館
」
が
閉
館

本
町
に
と
っ
て
国
立
国
会
図
書
館

関
西
館
と
並
ぶ
国
の
重
要
な
立
地
施

設
で
あ
っ
た
「
私
の
し
ご
と
館
」
が

３
月
31
日
�
、
多
く
の
利
用
者
に
惜

し
ま
れ
な
が
ら
閉
館
し
ま
し
た
。

世
界
最
大
級
の
職
業
総
合
情
報
拠

点
と
し
て
平
成
15
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
同
館
は
、
事
業
主
が
負
担
す
る
雇

用
保
険
料
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
巨
額
の
建
設
費
や
運

営
費
を
「
無
駄
遣
い
」
だ
と
す
る
批

判
が
高
ま
り
、
国
の
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
わ
ず
か
６
年
半
と
い

う
短
い
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
ネ
ッ
ト
で
繰
り
返
さ
れ
た

「
私
の
し
ご
と
館
」
の
批
判
報
道
に

対
し
て
、「
学
研
都
市
や
精
華
町
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
の
で

は
」
と
心
配
さ
れ
て
い
た
住
民
の
皆

さ
ん
も
多
く
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

◆
貴
重
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
施
設

も
の
づ
く
り
を
得
意
と
す
る
わ
が

国
に
と
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重

要
性
を
説
く
声
は
年
々
高
ま
っ
て
い

ま
し
た
。「
私
の
し
ご
と
館
」
は
、

も
の
づ
く
り
や
先
端
技
術
、
伝
統
工

芸
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
約
40
職
種

も
の
職
業
が
実
際
に
体
験
で
き
る
貴

重
な
施
設
で
し
た
。
全
国
の
小
・
中

学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
場
と
し

て
大
い
に
活
用
さ
れ
、
全
国
各
地
か

ら
の
来
館
者
も
毎
年
30
万
人
を
数

え
、
学
研
都
市
精
華
町
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
す
る
施
設
で
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
学
研
都
市
に
役
立
つ
施
設
活
用
を

「
私
の
し
ご
と
館
」
廃
止
後
の
施
設

活
用
は
、
学
研
都
市
精
華
町
に
と
っ

「私のしごと館」のエントランスロビーで開催された「けいはんなプラザ・プチコンサートin精華」(平成22年３月21日)

民間委託開始を記念して行われたオープニングセレモニー

(平成20年９月９日)

木村町長が甘利行政改革担当大

臣(当時)に緊急要望書を提出

(平成20年12月17日)

て
も
大
き
な
課
題
で
す
。
同
館
が
立

地
し
て
い
る
精
華
・
西
木
津
地
区
で

は
、
多
数
の
研
究
所
や
産
業
施
設
が

建
ち
並
び
、
関
西
を
代
表
す
る
先
端

技
術
が
集
積
す
る
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

と
し
て
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、「
私
の
し

ご
と
館
に
係
る
建
物
等
の
有
効
活
用

検
討
会
」（
注
）
で
も
、
精
華
町
は

京
都
府
や
関
係
機
関
と
足
並
み
を
揃

え
て
、
安
易
な
商
業
施
設
へ
の
転
換

に
は
反
対
の
意
向
を
表
明
し
、
あ
く

ま
で
国
の
研
究
機
関
の
移
転
な
ど
を

軸
に
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
求
め
て

き
ま
し
た
。

（
注
）
廃
止
後
の
施
設
活
用
方
策
を
検
討

す
る
た
め
に
厚
生
労
働
省
に
設
置

さ
れ
た
も
の
。
地
元
か
ら
関
西
経

済
連
合
会
や
関
西
文
化
学
術
研
究

都
市
推
進
機
構
、
京
都
府
の
ほ
か

精
華
町
長
と
木
津
川
市
長
が
委
員

と
し
て
参
加
。

◆
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

「
私
の
し
ご
と
館
」
の
施
設
は
、
国

の
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発

機
構
に
よ
り
、
今
夏
に
向
け
て
施
設

の
売
却
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。現

在
の
経
済
状
況
か
ら
民
間
へ
の

売
却
は
難
し
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
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「私のしごと館」　略年表 
 

平成５年８月　　　「勤労体験プラザ(仮称)」の建設計画
発表 

平成13年１月16日　公募により名称を「私のしごと館」に
決定 

平成15年10月４日　グランドオープン(同年３月30日プレ
オープン) 

平成19年３月29日　精華町議会が「私のしごと館」の存続
に関する意見書を可決 

　　　　12月24日　独立行政法人整理合理化計画を閣議決定 
→運営を包括的に民間に委託。外部評価を行い、

１年以内に存廃を含めあり方を検討。 

平成20年９月１日　株式会社コングレに包括的民間委託 
　　　　９月17日　行政減量・効率化有識者会議で方針

(大綱)とりまとめ 
→「私のしごと館」業務は廃止。施設は直ちに取

り壊すことなく、国において有効利用の観点から

検討。 

　　　　12月１日　第４回私のしごと館のあり方検討会開催 
→国の事業としての私のしごと館事業を廃止。委

託契約期間(平成22年８月まで)を遵守。建物を取
り壊さず、有効活用に向けて検討。 

　　　　12月17日　精華町長が甘利行政改革担当大臣に対
し「私のしごと館に関する緊急要望

書」(木津川市長と連名)を提出 
　　　　12月24日　「私のしごと館業務の廃止」を閣議決定 

→私のしごと館業務は遅くとも平成22年８月まで
に廃止。売却を含めた建物の有効活用に向けた検

討を行うとともに、廃止に伴うコストの最小化に

配慮。 

平成21年４月20日　第１回私のしごと館に係る建物等の有
効活用検討会開催 

　　　　11月10日　長妻厚生労働大臣が廃止時期の前倒し
を発表 

　　　　12月22日　精華町議会が「私のしごと館」の施設
活用を求める意見書を可決 

　　　　12月24日　第４回私のしごと館に係る建物等の有
効活用検討会開催 
→有効活用の方向として「研究施設」「教育施

設」「データセンター」の３つの事業モデルを提

示。複合的な活用や公的主体による活用なども視

野に入れるべき。 

平成22年３月31日　「私のしごと館」閉館(営業終了)

各種イベント会場としても活用されてきました(写真は「せいか祭り

2009学研ミュージックストリート」平成21年11月15日)

営業終了を前にスタッフの皆さんが一列に並

んで利用者をお見送り(平成22年３月31日）

左からコングレの小堀事務局次長、隈�社長、木村町長、横野事務局

長(平成22年３月31日の営業終了後)

平成20年９月から運営が株式会社コングレ(平成20年の洞爺湖サミッ

トを支えたコンベンション会社)に民間委託されて以降、運営経費の節

減も大幅に図られていました。

が
、
京
都
府
で
も
有
効
活
用
方
策
の

提
案
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

学
研
都
市
の
一
層
の
発
展
に
つ
な
が

る
活
用
に
向
け
、
精
華
町
と
し
て
も

可
能
な
限
り
連
携
・
協
力
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

○問い合わせ
企画調整課企画係 (495_1900・695_3971)
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５
月
は
、
消
費
者
被
害
防
止
強
化
活

動
推
進
月
間
で
す
。

言
葉
巧
み
に
高
額
な
商
品
な
ど
を
売

り
つ
け
る
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
に
は

・
「
無
料
点
検
中
」
な
ど
と
い
っ
て
勝

手
に
入
り
込
み
、
不
要
な
工
事
を
し

た
り
、
商
品
を
売
り
つ
け
る
「
点
検

商
法
」

・
「
商
品
を
販
売
し
な
が
ら
会
員
を
増

や
す
と
リ
ベ
ー
ト
が
入
る
」
な
ど
と

言
っ
て
会
員
を
次
々
と
増
や
し
て
い

く
「
マ
ル
チ
商
法
」

・
「
元
本
保
証
で
毎
月
出
資
額
の
〇

〇
％
を
配
当
す
る
」「
銀
行
よ
り
有

利
」
な
ど
と
言
っ
て
お
金
を
だ
ま
し

と
る
「
利
殖
商
法
」

・
身
分
を
偽
っ
て
無
用
な
工
事
を
し
た

り
物
品
を
売
り
つ
け
る
「
か
た
り
商

法
」

・
会
場
に
人
を
集
め
、
日
用
品
を
無
料

で
配
っ
た
り
、
無
料
同
然
の
値
段
で

販
売
し
て
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い

よ
う
に
し
て
高
額
な
商
品
を
売
り
つ

け
る
「
催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
」

・
「
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
し
た
」「
買

わ
な
い
と
損
し
ま
す
よ
」
な
ど
と
電

話
で
し
つ
こ
く
勧
誘
し
て
商
品
を

売
っ
た
り
契
約
す
る
「
強
引
な
電
話

勧
誘
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

悪
質
業
者
は
…
…

う
…
…
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

そ
…
…
相
談
す
る

つ
…
…
釣
ら
れ
て
返
事
や
契
約
を

し
な
い

き
…
…
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
断

る
！

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必
ず
「
書

面
」
で
。
内
容
証
明
郵
便
が
よ
り
確
実

で
す
。

困
っ
た
と
き
は
悪
質
商
法
１
１
０
番

（
4

０
７
５
―
４
５
１
―
９
４
４
９
・

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分
）

○
問
い
合
わ
せ

京
都
府
木
津
警
察
署

（
4

７
２
―
０
１
１
０
）

7

おそうじ本舗相楽店 検索 
土・日・祝 OK無臭仕上げ 

出張・お見積り無料 

エアコンクリーニング 
期間限定　8900円(1台) 

 

7 0120-502-4007 0120-502-4007 0120-502-400
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精華町乾谷65

最
近
、
未
公
開
株
の
勧
誘
を
巡
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
状
況

各
地
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄

せ
ら
れ
た
未
公
開
株
な
ど
の
勧
誘
を
め

ぐ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
昨
年
度
、
５

１
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。
20
年
度
か
ら

は
２
０
０
０
件
近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
者
の
７
割
は
、
60
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
で
す
。
高
齢
者
の

方
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
れ
て
い
な
い
か

ど
う
か
、
周
囲
の
方
の
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

勧
誘
の
手
口

未
公
開
株
を
高
値
で
買
い
取
る
と
い

う
架
空
の
業
者
が
電
話
を
か
け
て
く
る

「
劇
場
型
」
と
い
わ
れ
る
手
口
や
、
か

つ
て
未
公
開
株
を
購
入
し
た
こ
と
の
あ

る
消
費
者
に
対
し
、
そ
の
被
害
を
回
復

す
る
な
ど
と
言
っ
て
新
た
に
未
公
開
株

を
購
入
さ
せ
る
「
被
害
回
復
型
」
と

い
わ
れ
る
手
口
な
ど
、
巧
妙
に
な
っ

て
い
ま
す
。

不
審
に
思
っ
た
ら
慎
重
に

不
特
定
多
数
の
方
に
電
話
を
か
け
て

未
公
開
株
な
ど
の
取
引
を
勧
誘
す
る
こ

と
は
、
通
常
考
え
に
く
い
も
の
で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
違
反
す
る
場
合
も

あ
り
得
ま
す
。
少
し
で
も
不
審
に
思
う

場
合
は
、
取
引
を
見
合
わ
せ
る
な
ど
、

く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

消
費
者
庁
や
金
融
庁
な
ど
の
公
的
機

関
の
名
称
や
、
紛
ら
わ
し
い
名
称
を
用

い
て
被
害
の
調
査
を
し
て
い
る
と
言
っ

て
、
未
公
開
株
な
ど
を
勧
誘
す
る
事
例

も
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
消
費
者
庁
な

ど
が
、
こ
う
し
た
未
公
開
株
な
ど
の
勧

誘
を
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に

未
公
開
株
は
、
実
際
に
上
場
さ
れ
な

け
れ
ば
、
売
買
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は

き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
を
換
金

す
る
方
法
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
な
業
者
の
場
合
に
は
、
連
絡
が
つ

か
な
く
な
っ
た
り
、
返
金
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
に
一
切
応
じ
な
か
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
業
者
か
ら
購
入
代
金

を
取
り
戻
す
の
は
至
難
の
業
と
い
え
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
に
は
、
こ

れ
ら
の
勧
誘
に
は
取
り
合
わ
ず
、
き
っ

ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

◆
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
4

７
２
―
９
９
５
５
）

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
4

０
５
７
０
―
０
６
４
―
３

７
０
）
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�日　　時 ５月23日(日)(小雨決行)
午前８時15分、JR祝園駅改札口前に集合
午後３時ごろ、JR奈良駅で解散予定

�行 き 先 幻の大仏鉄道コース
(木津川市～奈良市＝約10km)

�対 象 者 町内在住・在勤の方
�持 ち 物 弁当・お茶・タオル・雨具など
�参 加 費 200円(資料代など)
�そのほか ・事前の申し込みは不要です。

・雨天などによる中止の判断は、集合場
所で決定します。
・交通費(片道180円)などの経費はご負担

ください。
・開催要項はむくのきセンターに置いて
います。
・チャレンジカードをお忘れなく。初め
ての方には当日、配布します。

�主　　催 精華町体育協会
�後　　援 精華町教育委員会

○問い合わせ

精華町体育協会事務局(むくのきセンター内)
(4 98_0200・6 98_0118)

第134回 精華町歩こう会
～幻の大仏鉄道コースパート２～

★水中エアロビクス教室
�日　時 ９月１日・８日・15日・22日・29日の各

水曜日
午後１時30分～２時30分(全５回)

�定　員 20人
�料　金 500円(全回分・保険加入代など)
�講　師 宇治市水泳協会指導員
★男性の料理教室A
�日　時 ６月～来年３月の毎月第１土曜日

午前10時～午後１時(全８回)
�定　員 20人
�料　金 １回1000円程度
�講　師 相楽地域活動栄養士会
★ゲートボール教室
�日　時 ６月～来年３月の毎月第２･４金曜日

午前10時～正午(全18回)

ほのぼの湯入浴利用(有料)
・火曜日 午前10時～正午　　：男性

午後１時～４時30分：女性
・水曜日 午前10時～正午　　：女性

午後１時～４時30分：男性
・木曜日 午前10時～正午　　：男性

午後１時～４時30分：女性
・金曜日 午前10時～正午　　：女性

午後１時～４時30分：男性

・土曜日 午前10時～正午　　：男性
午後１時～４時　　：女性

プール一般開放(無料)
木曜日　　　　　午後１時～３時45分
金曜日・土曜日　午前10時～11時45分

午後１時～３時45分

※いずれも、祝日を除きます。

�定　員 20人
�料　金 1000円(全回分・保険加入代など)
�講　師 田中 昌夫(公認ゲートボール競技スポー

ツ指導員)ほか・精華町ゲートボール連盟
★各教室共通
�対 象 者 町内在住･在勤で、おおむね60歳以上の方
�場　　所 かしのき苑

※ゲートボール教室のみ、打越台グラウ
ンドです。

�申込期間 ５月22日(土)午後５時まで
※日･月･祝日を除きます。

�申込方法 直接、または電話で下記のところへ。
�そのほか ・定員を超えた場合は抽選になります。

・講師の都合で日程が変更になる場合が
あります。

○申し込み・問い合わせ かしのき苑 (4 94_5200・6 93_2278)

かしのき苑 シルバー趣味の教室 かしのき苑 シルバー趣味の教室 
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５
月
は
、
赤
十
字
の
創
始
者
で
あ

る
ス
イ
ス
人
の
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ア

ン
の
生
誕
月
で
あ
り
、
日
本
赤
十
字

社
の
創
立
月
で
あ
る
な
ど
、
赤
十
字

に
と
っ
て
縁
の
深
い
月
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月

を
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、

全
国
的
な
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
十
字

の
理
想
や
活
動
へ
の
理
解
を
呼
び
か

け
、
活
動
資
金
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
同
社
員
の
増
強
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

同
社
は
、
世
界
１
８
６
カ
国
の
赤

十
字
の
一
員
と
し
て
、
各
国
赤
十
字

社
と
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
然
災
害
や
紛
争
な
ど
が
起

こ
っ
た
地
域
へ
の
医
療
チ
ー
ム
の
派

遣
、
生
活
支
援
活
動
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
。

国
内
で
も
大
規
模
災
害
の
際
、
医

療
救
護
活
動
や
救
援
物
資
の
搬
送
、

義
援
金
の
募
集
な
ど
、
被
災
地
の
い

ち
早
い
復
興
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
救
急
法
な

ど
の
健
康
安
全
講
習
の
開
催
、
未
来

に
向
け
て
人
と
し
て
助
け
合
い
の
心

を
は
ぐ
く
む
青
少
年
赤
十
字
活
動
、

日
本
赤
十
字
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
強

化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
多
く
の
資

金
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

◆
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部

（
4

０
７
５
―
５
４
１
―
９
３

２
６
）

（
6

０
７
５
―
５
４
１
―
１
３

６
１
）

◆
精
華
町
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
4

９
５
―
１
９
０
４
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

田
ん
ぼ
や
畑
で
の
野
焼
き
は
、

近
く
に
お
住
ま
い
の
方
に
と
っ
て

気
持
ち
の
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
も
し
自
分
が
近
く
に
住
ん
で
い

る
人
の
立
場
だ
っ
た
ら
…
…
」
と

い
つ
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
野
焼
き
を
す
る
と

き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
へ
事
前

に
声
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
一
回
に
燃
や

す
量
を
少
な
く
し
、
大
量
の
煙

が
出
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
風
向
き
な
ど
に
も
配
慮
を

し
ま
し
ょ
う
。

◆
特
に
ビ
ニ
ー
ル
（
マ
ル
チ
、
あ

ぜ
シ
ー
ト
な
ど
）
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生

し
や
す
い
も
の
を
燃
や
す
こ
と

は
厳
禁
で
す
。
ま
た
、
庭
木
を

刈
り
込
ん
だ
も
の
や
杭

な
ら
し

な
ど
を

焼
却
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
違
反
者
と
し
て
処
分
対

象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

（
4

９
５
―
１
９
０
３
）

（
6

９
５
―
３
９
７
３
）

野
焼
き
は

周
辺
に
配
慮
し
て

野
焼
き
は

周
辺
に
配
慮
し
て

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す 

赤
十
字
の
活
動
資
金 
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一人で悩んでいませんか。我慢していませんか。 

 必ず電話で相談日の予約をしてください。 
 相談予約専用電話番号　98-3909
予約受け付け
　月～金曜日
　※祝日・年末年始を除きます。　
　午前10時～午後4時
　※正午～午後1時を除きます。

家庭こころの相談室

相談日が月４回に増えました。男性もお気軽にご
相談ください。
たとえば、こんなとき
・夫婦関係、親子関係、家庭内の諸問題で悩んでい
るとき
・子育てに関して悩んでいるとき
・乳幼児の心身の発達などで悩んでいるとき

�日　　時 毎月第１月曜日・第２火曜日・第３水
曜日・第４木曜日
※祝日・年末年始を除きます。
午前10時～午後３時
※正午～午後１時を除きます。
※５月は、11日(火)・19日(水)・27日
(木)・31日(月)です。

�場　　所 京都大和の
家(精華町南
稲八妻笛竹
37番地)

�対 象 者 町内在住・
在勤の方

�相 談 員 各種専門相
談員
（臨床心理士、家庭支援専門相談員な
ど）

�相 談 料 無料
�そのほか 相談内容により、ほかの専門機関を紹

介したり、連絡を取ったりします。
○問い合わせ　
人権啓発課 女性政策係
(4 95_1919・6 95_3974)

至下狛・狛田 

京
都
大
和
の
家 

近
鉄
京
都
線 

Ｊ
Ｒ
片
町
線 

精
華
町 

役
　
場 

至西木津・木津川台 

新
祝
園 

祝
　
園 

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
こ
の

日
、
全
国
各
地
で
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

人
権
擁
護
委
員
が
、
人
権
に
関
わ

る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

手
続
き
も
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

６
月
１
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所

町
役
場
２
階
２
０
１
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
課
啓
発
係

（
4

９
５
―
１
９
１
９
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」

狂犬病予防接種は必ず 
 

 
　町では４月に、町内各所で狂犬病の予防接種を行
いました。 
　まだ、予防接種を済ませていない犬の飼い主の皆
さんは、下記の病院などでも行っていますので、必
ず受けるようにしてください。 
※犬の飼い主は毎年、狂犬病予防注射を受けさせる

ことが、狂犬病予防法で義務付けられています。 

ボクを悪者に 
しないでね。 

　犬のふんの後始末に対する苦情や相談が、多く寄

せられています。 

　犬を飼っている皆さん、愛犬の散歩のときは必ず

スコップや袋を忘れず、飼い主の責任でふんの後始

末を行ってください。 

 

○問い合わせ 

　衛生課 環境公害係 

　(4 95-1905・6 95-3974)

病　院　名 
からしま 
動物病院 
桜ヶ丘 
動物病院研究所 

かなか動物病院 
 
りか動物病院 
 
きづ川動物病院 
 
松原獣医科医院 
 
山城動物病院 
 
梅美台動物病院 

住　　　所 
精華町桜が丘一丁目 
５-20
精華町桜が丘三丁目 
25-８
精華町光台四丁目 
41-８
精華町祝園西一丁目 
16-17-101
精華町山田下川原 
11-1-101 
木津川市山城町 
上狛坤町13
木津川市木津馬ヶ瀬 
64-１
木津川市梅美台二丁目 
１-２ 

電話番号

73-3040

72-7790

93-3912

93-3658

71-9580

86-3047

72-5840

73-5351
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て
い
ま
し
た
が
、「
声
が
出
に
く
い
」

こ
と
も
あ
り
、
土
曜
日
の
午
前
中
に
変

更
し
ま
し
た
。「
楽
し
く
歌
え
れ
ば
よ

い
」
と
気
軽
に
始
め
た
の
で
す
が
、
練

習
を
重
ね
て
欲
が
出
て
き
た
の
か
、

「
よ
り
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
歌
う
こ

と
」
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

音
楽
経
験
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、

練
習
の
回
数
も
月
２
回
か
ら
毎
週
１
回

に
な
り
ま
し
た
。
練
習
場
所
は
、
か
し

の
き
苑
大
ホ
ー
ル
か
ら
む
く
の
き
セ
ン

タ
ー
の
音
楽
室
に
変
わ
り
ま
し
た
。

得
津平

成
８
年
か
ら
、
江
口
富
樹
先
生

を
指
導
者
に
迎
え
、
よ
り
充
実
し
た
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
ん

と
い
っ
て
も
江
口
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
指
導
が
魅
力
で
、
練
習
時
間
は

い
つ
も
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
と
て
も
明

る
い
雰
囲
気
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

21
年
10
月
に
は
「
コ
ー
ル
精
華
」
創

立
15
周
年
を
記
念
し
て
、
秋
篠
音
楽
堂

で
単
独
コ
ン
サ
ー
ト
「
花
び
ら
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
15
年
の

活
動
の
総
決
算
と
し
て
20
曲
を
歌
い
上

げ
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
企
画
か
ら
運

営
に
至
る
ま
で
を
、
役
割
分
担
し
て

サ
ー
ク
ル
員
自
ら
が
行
い
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
の
後
、
感
想
な
ど
を
綴
っ
た

文
集
を
作
成
し
た
の
で
す
が
、
サ
ー
ク

ル
の
み
ん
な
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
臨
む
に

あ
た
っ
て
の
心
構
え
や
、
や
り
終
え
た

後
の
充
実
感
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
活
動

の
内
面
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

中
田こ

れ
か
ら
も
「
花
び
ら
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
活
動
の
集
大
成
と
し
て
開
催
し

て
い
く
予
定
で
す
。
普
段
は
２
時
間
ほ

ど
の
練
習
で
す
が
、
コ
ン

サ
ー
ト
間
近
と
も
な
る
と
、

お
弁
当
持
ち
で
ほ
ぼ
一
日

の
猛
特
訓
で
す
。
20
曲
を

歌
い
上
げ
た
と
き
の
達
成

感
と
充
実
感
は
何
と
も
言

え
ま
せ
ん
。
す
べ
て
を
暗

譜
で
歌
い
上
げ
た
こ
と
は
、

私
た
ち
の
大
き
な
自
信
に

も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
か
し
の
き

苑
に
出
向
き
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
来
所
す
る
方

と
一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
を
楽

し
む
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
１
週
間
続
け
て

「
か
し
の
き
苑
」
に
行
く
の

で
す
が
、
最
初
は
眺
め
て

い
る
だ
け
、
聴
い
て
い
る

だ
け
の
人
も
、
終
盤
に
な

る
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
口
ず

さ
む
ま
で
に
な
り
、
音
楽

の
持
つ
力
を
感
じ
、
毎
回

行
く
た
び
に
元
気
を
も
ら
っ

て
帰
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
「
コ
ー
ル
精

華
」
に
つ
い
て
お
願
い
し

ま
す
。

O
橋
・
得
津
・
中
田

19
年
11
月
に
精
華
町
少

年
少
女
合
唱
団
が
設
立
さ
れ
、
ジ
ョ
イ

ン
ト
企
画
も
増
え
、
年
齢
を
超
え
た
く

さ
ん
の
人
と
一
緒
に
歌
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。コ

ー
ラ
ス
で
は
腹
式
呼
吸
を
用
い
ま

す
の
で
健
康
に
良
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
暗
譜
す
る
こ
と
で
脳
の
活
性
化
を

促
し
ま
す
。

「
コ
ー
ル
精
華
」
が
た
く
さ
ん
の
人
と

の
つ
な
が
り
、
心
身
の
健
康
増
進
に
役

立
っ
て
い
く
存
在
に
な
れ
ば
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

〔「
コ
ー
ル
精
華
」
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
精
華
町
文
化
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
4

９
５
―
１
９
０

７
・
6

９
４
―
５
１
７
６
）
ま
で
〕

サ
ー
ク
ル
結
成
の
き
っ
か
け
は
何
で
す

か
？

O
橋学

研
都
市
の
新
た
な
ま
ち
び
ら
き
を

記
念
し
て
「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'94
」
が
平
成
６
年

に
開
催
さ
れ
た
と
き
に
、
ま
ち
び
ら
き

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
「
け
い
は
ん

な
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
」
が
計
画
さ

れ
ま
し
た
。
大
阪
・
奈
良
で
は
、
か
な

り
練
習
を
積
ま
れ
た
サ
ー
ク
ル
が
参
加

予
定
で
し
た
が
、
京
都
で
は
適
当
な
女

声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
自
体
が
存
在
せ

ず
、
精
華
町
か
ら
急
き
ょ
「
川
西
婦
人

会
」
に
参
加
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
17

人
ほ
ど
が
集
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
音

楽
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
ば
か
り

で
、
十
分
な
練
習
も
ま
ま
な
ら
ず
参
加

し
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
起
こ
さ
れ

ま
す
。

翌
平
成
７
年
に
は
「
山
田
荘
婦
人

会
」
が
合
流
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
の
数
は

33
人
に
な
り
、
こ
の
時
に
「
コ
ー
ル
精

華
」
を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
始
め
ま
し

た
。

サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
か
？

O
橋最

初
は
、
練
習
時
間
を
夜
に
設
定
し

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
で
活
躍
す
る
団
体
・
個
人
に
お
話
を
伺
い
、
そ
の

活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
精
華
町
文
化
協
会
・
同
町
音
楽
連
盟

の
「
コ
ー
ル
精
華
」
の

橋
光
子
さ
ん
（
植
田
地
区
）
・
得
津
圭
子
さ
ん
（
光

台
五
丁
目
）
・
中
田
ま
ゆ
み
さ
ん
（
精
華
台
一
丁
目
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

年
齢
・
世
代
を
超
え
、

た
く
さ
ん
の
人
と
一
緒
に
歌
い
た
い

コ
ー
ル
精
華 �

ユーモアたっぷりの江口先生の指導で、練習はいつも

和やかに

15周年を記念しての「花びらコンサート」で
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Entering May, the spring weather has really begun to heat
up. Looking back, I have been a Coordinator for International
Relations for a little over a year and a half. In that time I have
learned a lot from participating in many international exchange
events and visiting schools multiple times. I have also come to
think quite a lot about the buzzword kokusai kouryu.

To me, kokusai kouryu basically refers to an interaction
where people seek mutual understanding of the values they
have towards ideals and material items, and the personal
growth that comes as a result of that interaction. However, I
get the impression that this word has an underlying meaning of
just being exchange between Japan and other nations.

When you get caught up in this kind of viewpoint, it is
becomes difficult to foster personal relations. When we render
people simply as“ Japanese” or“ foreign,” one is
predisposed to perceive the person only in terms of national
identity. However, much more than just national identity,
individual identities are shaped by multiple cultural factors like
age and family, as well as accumulated experiences. These
various traits that all people posses are in danger of being
ignored if kokusai kouryu is simply perceived as“exchange
between people of different nationalities.”Or even worse,
there is the possibility that new stereotypes will be formed, like
thinking“I knew it! People from so-and-so are like that after
all!”when a difference is felt between two people.

I feel like the people that I meet at international exchange
events vary a great deal regardless of their nationality. Of
course there are cultural differences, but more than that I sense
a great deal of difference stemming from things other than
national identity, as well as a great deal of shared similarities.
For example, when I visit elementary schools, I am often asked
by the students“what do kids do for fun in America?”to
which I respond,“they watch anime like Naruto, play video
games, card games, or play sports outside with their friends.”
I often hear the kids say“same as us!”It is easy to find
similarities in things young kids like elementary students,
Japanese and foreign alike, enjoy doing. On the other hand,
when I, an American in his 20s, communicate with a Japanese
person in his 60s, I often notice a gap in ideas about society or
attitude towards work. Is this because of our difference in
nationality, or more so because of our generation gap?

It is important to try and not ignore the individual by
focusing too much on nationality when doing international
exchange. In short, more than just exchange between countries,
kokusai kouryu is exchange between diverse individuals with
various cultural backgrounds. If we keep this in mind, I believe
it sets the stage for the development of a more significant
human connection. 

５月に入り、春の暖かい季節になりましたね。振り返っ
てみれば、私が国際交流員として精華町に来てから1年半と
少したちました。この間、いろんな国際交流の行事に参加
し、何度も学校を訪問して、いろんなことを学んできまし
た。そして「国際交流」という言葉についていろいろ考え
るようになりました。

私にとって「国際交流」とは、簡単にいうと、いろいろ
なことやものに関して、価値観をお互いにそれぞれぶつけ
合って理解すること、そしてその結果、人間的に成長する
ことです。しかし、一般にこの言葉からは「日本」と「外
国」の交流のイメージだけが先行して感じられることはあ
りませんか。

このような見方のみにとらわれると、実際に交流したと
き、基本である「人間」と「人間」の関係をつくりにくく
なると思います。なぜかというと、「日本」と「外国」のみ
では、目の前の人を「国」という枠だけでとらえてしまう
からです。しかし、人間は、国民文化以外にも世代や家族
間の文化、蓄積された経験による価値観など、多くの個性
を持っているでしょう。「国際交流」が単に「異なる国との
交流」という意味として受け取られたら、すべての人間が
持っている多様な個性が見失われてしまう危険があると思
います。それだけではなく、相手との違いを感じたときに

「やっぱり、～人は～だ」と新しい固定概念が作られてしま
う恐れがあります。

私が参加している国際交流の行事でよく感じるのは、皆、
国籍に関わらず多種多様であることです。もちろん、国に
よる文化的な違いはありますが、それ以外の違いや共通点
の方が圧倒的に多いと感じます。例えば、私は小学校の授
業へ行くとき、子どもたちに「アメリカの子どもはどんな
遊びをしているの？」とよく聞かれます。私は「ナルトな
どのアニメを見たり、テレビゲームやカードゲームをした
り、友達と外でスポーツをしたりする」と答えると、「一
緒！」という反応が返ってきます。特に、小学生のような
子どもや若者には、日本人も外国人も、楽しむことに共通
点が見られます。一方、アメリカ人である20代の私は、60

代の日本の方と話すとき、社会の見方や仕事に対しての姿
勢などに、大きな違いを感じることがあります。これは国
によるものでしょうか、それとも、それより世代の違いに
よるものでしょうか。

国際交流をするとき、「国民文化」を意識するあまり、そ
の人個人の個性を見失わないよう、気をつけなければなり
ません。つまり、「国際交流」とは「国」との交流のほか、
さまざまの文化的背景によって作られた多様な個性を持つ、

「人間同士の交流」であると考えると、より深みが出ると思
うのです。

From International Exchange
to Interpersonal Exchange

「国際交流」から「人間同士の交
流」へ

ドウアティ・ジョナサン(Jonathan Dougherty)
米国ノースカロライナ州出身の27歳。12歳までをカリフォル
ニア州で過ごす。平成20年８月から精華町役場で第８代国際
交流員(CIR)として勤務。主な仕事は、英語版広報紙「いち
ご」の製作をはじめとした外国人住民の生活支援や、学校な
どでの国際交流活動。趣味は、カメラ・音楽鑑賞・読書。
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セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
＝
写
真
＝
は

も
と
も
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で

生
息
し
て
い
た
外
来
種
の
毒
グ
モ
で

す
が
、
近
年
、
国
内
で
も
広
範
囲
で

生
息
し
て
お
り
、
精
華
町
で
も
一
般

家
庭
の
排
水
溝
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の

裏
側
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
裏
側
な

ど
で
発
見
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
す
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
少
量
の
毒

を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
性
質
は
お
と

な
し
く
攻
撃
性
の
な
い
ク
モ
で
す
の

で
、
素
手
で
触
ら
な
い
限
り
か
ま
れ

る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

万
一
か
ま
れ
た
場
合
は
、
患
部
を

水
で
洗
う
な
ど
清
潔
に
す
る
と
と
も

に
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
か
ま

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意 
ハ
チ
の
駆
除
は

ハ
チ
の
駆
除
は 

専
門
業
者
へ

専
門
業
者
へ 
ハ
チ
の
駆
除
は 

専
門
業
者
へ 

こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
る
と
、
ハ

チ
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま

す
。ハ

チ
に
刺
さ
れ
る
と
、
体
質
に

よ
っ
て
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ

る
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
お
こ
す
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
人
身
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
危

険
な
ハ
チ
の
駆
除
は
、
専
門
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

公
園
な
ど
公
共
施
設
の
ハ
チ
の

巣
駆
除
は
、
施
設
管
理
者
が
対
応

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
管
理

者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

空
き
空
き
地 

責
任
持

責
任
持
っ
て
除
草
を

除
草
を 
空
き
地 

責
任
持
っ
て
除
草
を 

れ
た
ク
モ
を
病
院
へ
持
っ
て
い
く

と
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

前
述
の
生
息
し
そ
う
な
場
所
を
普

段
か
ら
注
意
す
る
と
と
も
に
、
発
見

し
た
場
合
は
、
ク
モ
・
卵
共
に
市
販

の
殺
虫
剤
で
殺
す
か
靴
で
踏
み
潰
し

て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

水
た
ま
り

水
た
ま
り
に
ご
注
意
を

注
意
を 

水
た
ま
り
に
ご
注
意
を 

こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
蚊
の
発
生
時
期
を
迎
え
ま
す
。

蚊
は
、
わ
ず
か
な
水
た
ま
り
が
あ
れ
ば
、
場
所
を
問
わ
ず
産

卵
し
ま
す
。

産
卵
場
所
や
幼
虫
の
「
ボ
ウ
フ
ラ
」
は
、
水
が
な
け
れ
ば
生

存
で
き
ま
せ
ん
。

発
生
源
と
な
る
バ
ケ
ツ
の
水
や
庭
先
や
側
溝
の
水
た
ま
り
な

ど
を
掃
除
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
宅
に
ボ
ウ
フ
ラ
が
い
な
い
か
点
検
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
環
境
公
害
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
・
6

９
５
―
３
９
７
４
）

雑
草
な
ど
の
繁
茂
は
、
清
潔
な
生
活
環

境
を
阻
害
す
る
ば
か
り
か
、
不
快
虫
の
発

生
や
火
災
な
ど
の
事
故
、
犯
罪
の
発
生
源

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

空
き
地
を
所
有
・
管
理
し
て
い
る
方

は
、
付
近
の
方
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、

適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
環
境
公
害
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

◇
害
虫
１
１
０
番

京
都
府
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
会

（
4

０
７
５
―
７
５
２
―
８
０

７
１
）

（
6

０
７
５
―
７
５
２
―
８
０

７
２
）

受
付
時
間
／
月
〜
金
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

◇
ハ
チ
防
護
服
の
貸
し
出
し
制
度

町
で
は
、
ハ
チ
の
駆
除
に
使

用
す
る
ハ
チ
防
護
服
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
環
境
公
害
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）




